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Ｉ・問題と目的
中学校の生徒の心理的葛藤や諸問題を理解し支援することで中学生の心理的
ウェルビイーングを高めるためには、誰がどのようにアプローチをすることが望
ましいであろうか。文部科学省（2002）の「通常の学級に在籍する特別な教育的
支援を必要とする児童生徒に関する全国実態調査」において、通常学級に在籍す
る児童生徒のうち知的発達に遅れはないが情緒面もしくは行動面で著しい困難を
示す児童生徒の割合は6.3％に及ぶ。学校では課題の多さと教員の多忙化が言わ
れている中で、大学生ボランティアの派遣などによる人材活用が試みられてきて
いる（原田・梶原・吉川・樋口・江上・四戸・杉野・松浦，2011)。
諸外国に目を向けてみると、例えばアメリカではメンタリングが今や最も注目
されている研究テーマである（AOLTimeWarnerFoundation,2002;DuBois＆
Karcher,2005)。メンタリングの担い手をメンターと呼ぶ。メンターとは人生経
験がより豊かな年上の友だちのような、中学生のサポートをする役割を持った人
を指す（Eby,Ｌ､Ｔ､,Allen,Ｔ､Ｄ,Evans,Ｓ､Ｃ,Ｎ9,Ｔ､,＆DuBBols,，.Ｌ,2007)。
アメリカ政府は“School-basedmentoring,,（学校をベースとしたメンタリング）
が行われている貧困地域にある公立学校へ多額の助成金を与えており（Britner，
2005)、メンターによるボランティア活動により、暴力予防や（Rhodes,2002)、
自尊感情および学業能力の向上（Linnehan,2001）などの効果が示されていると
している。
メンタリングとは、「成熟した年長者であるメンターと、若年のメンテイとが、
基本的に－対一で継続的定期的に交流し、適切な役割モデルの提示と信頼関係の
構築を通じて、メンタリテイの発達支援を目指す関係性」を意味する（渡辺，
2013)。本研究では、メンターとは「生徒にとって、話相手で、アドバイスを得
ることができ、良い意味でのロールモデルとなりうる人」と定義することとする
(TaylorLoSciuto,＆Porcellini,2005)。メンターのような身近な大人とポジティ
ブな人間関係を構築することで、中学生の自尊心が高められ、そのことがクラス
メートや教員とのポジティブな人間関係形成へと拡がっていくことが期待される
１
ため（DarlingN.,2005)、我が国においても学校におけるメンタリングについて
研究することは意義があると思われる。
一方でメンターは、子どもにとって「良いもの」という思い込みが存在しやす
い。その理由として考えられるのが、多くの人が「大人に助けられた」という良
い記憶があるからである。メンターの制度をただ単によいものという前提で論じ
るのではなく、メンターのどのような働きが、またどのような活動内容が中学生
にとって確実にポジティブな影響を与えていくかということを考える必要がある
(Herrera,Grossman,KauhFeldman,etaL,2007)。
メンタリングプログラムは、様々なカテゴリーで実践されている。例えば、
2003年にアメリカで行われたメンタリングの国際学会では、メンターは誰が担
うか（大人か､同年代の仲間か)、どのような設定で行うか（学校か､コミュニティ
か、児童社会福祉課か)、またメンテイ（メンタリングを受ける対象）の年齢は
いくつが望ましいか、援助方法としてすべての生徒に一斉に行うのか、１対１で
行うのか、というカテゴリーで発表が行われている（Britner,2005)。
思春期の子ども達は親からの自立の問題が重要課題であることから（Larson，
R､，Richards,Ｍ､,Moneta,Ｇ､,Holmbeck,Ｇ＆Duckett,El996)、たった一人で
も能力のある良い大人との関わりがあれば、子どもの適応を助けると言われてお
り（Masten,ＡＳ.,CutuliJJ,Herbers,ＪＥ＆Reed,Ｍ・』.,2009)、中学生を対
象としたメンタリングはその効果が期待きれている。
Portwood＆Ayers（2005）は、メンタリングをどのような設定で行うのが望
ましいかについて調べるために、コミュニティと学校のふたつの設定でメンタリ
ングの効果を検証した。その結果、子どもの自尊心と学校とのつながり感につい
ては、学校で行われるメンタリングのほうがコミュニティにおけるメンタリング
よりも直接効果が示されている（Rhode,Ｊ､Ｅ,Bogat,ＧＡ,Roffman,』.,Edlman，
P.＆Galasso,Ｌ,2002)。日本人中学生にとっても、学校内でのメンタリングのほ
うがアクセスもよく、メンターによるかかわりが現場の教員からも見えやすいと
いう点から、学校をベースとしたメンタリングの効果が期待される。
メンターが対集団もしくは対個人など、どのようなかかわり方をすることが望
ましいかということについては、本研究では、１対１のかかわりについてみてい
く。同時に学校をベースとしたメンタリングであるので､関わり方は１対１であっ
ても、そのかかわりを見守っている学級全体、全生徒にも多様な影響を及ぼすこ
とが推察される。
さて、中学生へのメンターを誰が担うことが望ましいだろうか。親と同級生の
ちょうど間くらいの存在の人がより適しているとの指摘がある（Beam,Ｍ､Ｒ，
Chen,Ｃ＆Greenberger,Ｅ,2002)。Hirsch,Roffman,Pargano＆Deutsch(2000）
は、コミュニティにおけるメンタリングを受けている子どもたちを対象に調査を
２
行い、その結果、血縁家族よりもメンターと質の高い人間関係を築くことができ
るほうが、思春期の子どもの自尊心や人生満足感により大きな影響を与えている
ことが明らかになった。特にメンターとの相互作用における`情緒的な親密感が、
信頼し合えるという雰囲気を作り出し、子どもが個人的な悩みを分かち合おうと
する上で重要となってくることが示されている（Rhodes,2002)。筆者は、某中
学校の校長との対話から「教員ではなく、保護者でもない、斜めの関係で、かつ
子どもにとってロールモデルとなるような大人」が中学生とかかわることで、中
学生の自尊心が高まり、情緒が安定するのではないかという示唆を得ることがで
きた。乾（2009）は「斜めの関係」について、教員と生徒は縦の関係、友達は横
の関係に対して、大学生はどちらでもない斜めの位置にあり、生徒にとっては兄・
姉のような近い存在で親しみやすく、友達のように接することもできれば、教員
とともに指導的にかかわることもあり、柔軟なかかわりを持つことができるとし
ている。筆者はこのようなメンターとしての役割を、将来教員を目指す大学生が
担うことはできないだろうかと考えた（Elledge,Ｃ,Cavell,Ｔ､Ａ,Ogle,Ｎ､Ｔ､＆
Newgent,ＲＡ,2010)。
メンタリングのプログラムにおいて､大学生をメンターとして活用することは、
特に将来中学校の教員を目指している大学生自身の教育に大いに貢献できると思
われる（Elledge,ｅｔａＬ,2010)。大学生がメンターの役割を担うことでキャリア形
成の一部になることも考えられるが、同時に、大学生メンターに対してどのよう
にトレーニングを行いサポートするかという課題を明らかにすることも重要であ
る（Hoslinger＆Ayers,2004)。
筆者は、中学生を対象とした人間関係健康性尺度（桜井,2013）を作成したが、
本尺度は全部で３因子あり、そのうちのｌ因子は「メンターとの人間関係」を測
定できるようになっている。筆者が人間関係健康性尺度作成について学会発表し
た際に、フロアから以下のような３つの課題が示唆された。
①大学生メンターはどのような特性を持った人が望ましいか。
②大学生メンターは中学生に対してどのようにかかわることが効果的か。
③中学生も大学生もいずれはどちらかが卒業をし、関係を中長期的に持続しに
くいという点をどのように克服していくか。
そこで本研究は、大学生メンターが中学校現場における生徒とのかかわりをど
のように体験するのか、そしてそれはメンターとしての資質や成長にどのように
寄与するのかについて明らかにすることとする。その際メンターとしての資質に
ついては、原田ら（2011）の研究を参考に大学生ボランティアに求められる資質
として「自主性や自発性｣、「子どもが好きだという愛情｣、「自分の考えを他者に
伝える能力｣、「時間や約束を守る、言葉遣いなどの社会'性｣、「不登校や障害、非
行などについての知識｣、「教育にかかわるものとしての使命感・責任感｣、「子
３
どもが何をしたいのか観察し、ニーズを把握する能力｣、「子ども自身が問題解決
へ取り組む（やる気にさせる）ように働きかける技術」の８つのカテゴリーから
みていくことにする。
ところで、メンタリングを受ける中学生にはどのような効果が示されるかにつ
いても併せて検討する必要があるであろう。本研究では、大学生のメンタリング
による中学生の心理的ウェルビイーングヘの影響をとりあげることにする。学校
への所属感が高まることで思春期の子どもたちのウェルビイーングが向上する
が、同時に子どもたちのウェルビイーングを高めるように働きかける（例：自尊
感情を高める）ことで学校生活のみならず多様な文脈において他者とつながるこ
とができるようになり、健康的な人間関係を築くことが可能になるからである
(Jose,Ｒｙａｎ＆Pryor,2012)。しかも単なる自尊感情のみではなく、"hopefulness，，
｢将来に希望を持つこと｣、や他者へ配慮をもってかかわるようになるという点に
おいても効果的であることが期待される（Karcher,ＭＪ.,2008)。
本研究では、ＳａｍｍａｎＥ．（2007）の自己決定理論（Ryan＆Deci,2000;2001）
をベースとした心理的ウェルビイーングを扱っていく。Ｒｙａｎ＆Ｄｅｃｉ（2000,
2001)は､心理的ウエルビーングは「自律｣｢能力｣｢関係性｣の３つの"psychological
needs，，が満たされることであるとし、またそれらのニーズが満たされるために
内発的動機づけが高まり自発的に努力をして心理的ニーズが満たされることであ
るとした。これらの３つの心理的ニーズは､環境から与えられたものというより、
その個人の「内的な意図的活動」と捉えることができ、コントロールが可能なも
のと考えられている（HupperF.,Marks,Ｎ､,Clark,Ａ,SiegristJ.,Stutzer,Ａ＆
VittersoJ,2006)。そしてそれらの３つの心理的ニーズを満たすことでより良い
人生へと導かれるといわれている（Frey＆Stutzer,2007,pl5)。そのため将来
への展望の中で発達を遂げていく必要がある中学生にとって、単なる幸福感や満
足感と異なり、望ましい心理的ウエルビーングの特`性を示していると思われる。
よって本研究では、中学生を対象にした心理的アプローチをみていくため、自由
に自発的に決定していく「自律｣、自分が達成しようとしていることに有能感を
持つこと「能力｣、周囲の人と良好な人間関係を築くこと「関係性」の３つの心
理的ニーズが満たされるような状態を心理的ウェルビイーングと定義する
(SammanE.,2007)。
これらのことから本研究では、以下の３つの目的を明らかにすることとする。
ｌ）大学生メンターは中学生と実際にどのようなかかわりをするか､またメンター
がどのように中学生との関係を経験しそのことについてどのように感じている
かについて明らかにする。
２）大学生メンターは、中学生との関係の持ち方にどのようなとまどいを感じ、
どのようにそれを解決しているのかについて明らかにする。
４
3）大学生のメンタリングによる中学生の心理的ウェルビイーングの影響につい
て明らかにする。
<研究ｌ〉
１．目的
大学生メンターが、メンテイである中学生との人間関係および活動内容をどの
ように経験しているかについて、アンケート調査の自由記述を通して、メンター
の活動内容と人間関係の特性を明らかにする。
２.方法
調査協力者：首都圏私立大学男性５名。大学の教職課程である「教育相談」の
授業中に公立中学校メンター希望者を募り、面接をしたのち５名に決定した。派
遣先（首都圏公立中学校）の校長からどのような特性や能力を持つメンターが望
ましいかについて尋ね、中学生を対象としたボランティア経験のあるもの、また
は塾講師など教えた経験のあるものをリクルートした。
調査期間：2013年９月
アンケート調査における自由記述項目:大学生メンターが日頃生徒に対して｢ど
のような活動を重要なこととして行っているか？」という活動目的や活動内容と、
｢メンターとして気づいたこと、感じたこと」など、メンターの主観的な経験や
感`情について尋ねた。
３.結果と考察
調査協力者である大学生が中学生であるメンテイに行っていることについての
自由記述を表ｌに、メンターを経験して気づいたこと、感じたことについての自
由記述を表２に示す。メンターＡは、生徒との距離感を一定に保ち、友達感覚
で生徒と接しないように気をつけている。一方で、メンターを経験して気づいた
こととして、「中学生と年齢が近いというのが大きなアドバンテージになるとい
うことを強く感じた」を挙げており、教員と生徒との関係とは異なる関係を生徒
が経験できることのメリットを感じたのであろうと思われる。
メンターＢは、メンターとして行っていることの重要なこととして、「視線を
自分に送ってきた生徒に対しては自分から積極的に声をかけている」と記述して
いる。生徒が自分のニーズを言語化することが困難であっても、メンターのほう
から声をかけることで、メンターの親しみやすい人柄、生徒に対するオープンな
態度や姿勢を感じやすくなるのではないかと思われる。メンターＢは一方で､｢生
徒がまだあまり自分に興味をもってくれないのではないか」と自分自身が受け入
れられているかどうかについて危‘倶していることがわかった。メンタリングの経
５
表１メンターが重要なこととして行っていること（自由記述）
メンターを経験して気づいたこと、感じたこと（自由記述）表２
験がはじめてのＢにとって、自分が入っていく新奇な場面で「生徒に受け入れ
られるかどうか？」という気がかりは当然のことといえるし、それを意識化し率
直に言語化できたところが、メンターＢの長所であるとも考えられる。
メンターＣは、メンターとして行っている重要なことのひとつとして「基本
的に全ての生徒に声をかけ、公平に接している」であった。中学生が大人に求め
ることのひとつとして､公平に扱って欲しいというニーズが挙げられるであろう。
メンターＣが中学生の基本的なニーズに沿った行動を示しているということは、
メンターＣの長所であるといえる。メンターＣはメンターとして気づいたこと
として、「子ども達の中でルールがあり、それに適さない教員が敵視されている」
を挙げている。子どものルールに「適さない」とは、「生徒が勝手に作り上げて
いる自分たちの要求を汲んだ形で反応を示してくれない教員」のことを指してい
ると思われるが、学生の立場しか経験のないメンターＣにとって、生徒側によ
り強く共感を示してしまったのではないかと推測される。この点については、メ
ンターＣはルールを定めながら学級運営や生活指導を行っていく教員側の立場
にたってみるということも重要であると思われる。
メンターＤは、メンターとして行っている重要なこととして「何気ない日常
会話や挨拶などを大事にし、自分から挨拶をするようにしている」と、自分から
積極的に生徒にかかわる姿勢を重要視している。また特に深刻な内容の相談では
なくても、日常会話をすることで相手との繋がりを大切にしている様子が伺える。
一方、メンターとして気づいたことして、メンターＤは「まだまだ生徒が悩み
６
Ａ 自分に対する呼び方など気を付けさせ、距離は一定に保つように心がけている。
Ｂ 視線を自分に送ってきた生徒に対しては自分から声をかけている。
Ｃ 基本的に全ての生徒に声をかけ、公平に接している。
， 何気ない日常会話や挨拶などを大事にし、朝は特に自分から挨拶をするようにしている。
Ｅ
授業に少しついていけない生徒に対して解き方のヒントを出して問題の考え方をアドバイスする。
集中していない生徒、寝てしまっている生徒に対して士気を上げる。声掛けをする。休み時間など
に生徒の話しを聴くこと。
Ａ 年が近いというのが大きなアドバンテージになるということを強く感じた。
Ｂ まだあまり自分に興味をもってくれないのではないかと思うが、持ってくれるようになった。
数人が日数を重ねるごとに興味を
Ｃ 子どもたちのルールが存在しており、それに適さない大人が敵視されている。
， まだまだ生徒が`悩みを相談できるまで近づくことができていなく、距離を少し感じる。
Ｅ
､それぞれに合わせた対応をしなければいけない。
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生徒のほうでもメンターＤの役割や人となりを感じ取り、親しくなるまでには
時間を要するということなのであろうと推測される。
メンターＥがメンターとして重要なこととして行っていることの一つに「授業
中の学習のアシスタント」を挙げている。授業中のサポートにおいては、教科担
当教員からメンターに求められているちょうどよい具合の学習補助というもの
を、試行錯誤しながら経験している様子が伺えた。「私たちに求められているこ
とは支援、サポートをすることであり、介入しすぎることは良くないと思われた」
と述べているが、控えめで常識的で好ましい一方で、教科学習担当教員に、どの
ような介入がベストであるか自分から確認してみるなどの積極`性も求められるの
ではないかと思われる。またメンターＥは、「生徒が一人ひとり能力や特性が異
なることに着目し、それに合わせた対応」を心がけている一方で、「公平感を保
つことの難しさ」をいっている。心理的距離感の保ち方が異なると、それが一方
で不公平感になることにつながらないかという危倶なのであろう。
このようにメンター間では各々の特性がみられる。そのため例えばグループ形
式のスーパーヴィジョンを行うことで、それぞれの経験を聴きあうことができ、
良いところを取り入れたり、足らないところは修正するなど、メンターにとって
良いトレーニングとなると考えられる。
<研究２〉
ｌ目的
大学生がボランティアのメンターとして中学校に派遣された際に、生徒とどの
ように人間関係を構築させていくかについて焦点を当てて検討することにする。
メンターが生徒との関係をどのように体験し、感じているかが明らかになるよ
うに、以下の視点でみていくことにする。
１）メンターとしての資質が生徒との関係に与える影響を明らかにする。
２）メンターがボランティアをスタートしてから約ｌか月後に焦点を当てて、
どのようなトレーニングやサポートが必要であるかについて検討する。
２．方法
調査協力者：首都圏私立大学学生５名（うち３年生４名、４年生１名)。
調査期間：2013年９月
方法ｌ：メンターを対象としたスーパーヴィジョンや個人面談から、メンターの
特性が人間関係構築に与える影響、またどのようなトレーニングが必要となるか
について質的に分析する。
方法２：メンターが記載した報告書から、メンターと生徒との人間関係の質やメ
７
ンターとしての資質について質的に分析する。
Ⅲ結果と考察
（１）メンターからの聞き取り調査より明らかになったこと
筆者はメンターのスーパーヴァイザーとして､各メンターに電話で話しをした。
その時の会話の要約をAppendixlに示す。ここでは、その時の会話をもとに、
それぞれの個性をもったメンターが「スーパーヴァイザーにどのように自分のボ
ランティア経験を語るか」という視点から、メンターの特性とボランティア経験
の内容との関連についてみていくことにする。
第一に、メンターの報告が量的に多く、自分自身のボランティア経験の内容に
踏み込んで報告をしたか否か、２グループに分けて論じることにする。メンター
ＤとＥは、生徒とのかかわりで特に困ったことはなく、報告書についてもどの
ように書けばよいのかとまどっているようである。メンターＤもメンターＥも
比較的そつなぐ生徒とかかわることができていたようである。
メンターＣの場合は、生徒とよく会話をし、生徒もメンターＣに対して率直
に会話をしている様子が伺える。ここでスーパーヴァイザーがメンターＣと話
し合ったことは、メンターＣはこれまでの人生経験では生徒としての立場での
み学校生活を経験してきたということである。生徒と年齢が近いメンターＣに
とっては、生徒たちの「ルールに縛られすぎるのはいかがなものか？」というこ
とに強く共感したようである。スーパーヴァイザーは教員がどのような意図で
ルールを定め生徒に守るようにいっているのか、教員の側の視点というものもメ
ンターは持つ必要があるのではないかと述ぺた。だが同時に、「教員と同じ目線
でルールを守らせようとするのもメンターとしての役割なのだろうか」とメン
ターＣに尋ね、考えさせた。生徒の教員や校則にたいする不満の中には、学校
生活を送ることの不安やストレスが背景にあり、比較的他者の共感を呼びやすい
校則や教員への不満として話している可能性もあることを伝えた。生徒がメン
ターであるＣに不満や悩みを開示してくれているという事実を大切にしつつ、
その話に感`情的に深く同調しすぎずに話を聴くことの大切さについて話しをし
た。メンターＤ、ＥとメンターＣの異なるところは、メンターＣは少なくとも
生徒の会話の中から自分が感じるところを率直に述べることができたので、スー
パーヴァイザーとしてもｃに対して比較的率直に介入しやすかったという点で
ある。
メンターＡは、どのクラスが私語で授業中騒がしく、それに対して自分がど
のようにかかわっているのかについて誰よりも詳細に電話で話した。メンターＡ
が注意を与えるとき、「自分が中学生だったときも似たような問題が学級の中に
あった」ことを思い起こしながら私語をしている生徒に話しかけたところ、生徒
８
はＡに対しては素直に従ったということである。メンターＡは体調を崩し、２
回ほどメンターとしてのボランティアを休んだということが報告された。メン
ターＡは優しく誠実であるため、ストレスを抱えてそれが体調不良として出て
しまったのではないかと危慎したが、スーパーヴァイザーには客観的事実を報告
することができた。またメンターＡは生徒に近すぎず遠すぎないように心理的
距離を意識して保っていることも報告し、生徒に心理的に巻き込まれていないこ
とがわかった。
(2)メンターのボランティア報告書から明らかになったこと
次に、メンターのボランティア報告書から大学生メンターが中学生とのかかわ
りをどのように経験しているかについての記述をAppendixlに示す。それを、
メンターの視点から論じることにする。
メンターＢは報告書を適宜書いてスーパーヴァイザーに送ってきた。メンター
Ｂは単にどのようなことを行ったかという行為についてだけではなく、それにつ
いて自分がどのように「感じたか」について率直に報告書に書いている。たとえ
ばメンターとしてはじめて学校に行ったとき、不安や緊張を感じないということ
はないのではないかと思われるが、「生徒に話を振っても反応が薄いと感じ、私
がこれからやっていけるのだろうかと不安を感じている」や、「まだ生徒は自分
のことを警戒しているのではないか、あるいは興味がわかないのではないかと
思った」など、メンターとして当然起こりうるであろう不安や戸惑いを意識し言
語化できている。そしてそのような自己開示をはばからないということがメン
ターの質を考えたときに重要になってくると思われる。また授業が成り立たない
ような、私語が多い授業で、メンターＢが優しく授業に参加するように促すと
生徒がそれに応じるなど、教員と生徒間では成り立ちにくいような関係やかかわ
りを、メンターとして派遣された初日からメンターＢが経験しているというこ
とが、スーパーヴァイザーである筆者にとっても嬉しい驚きであった。メンター
Ｂ自身も報告書でその出来事に触れ「嬉しく思った」と自分自身の気持ちにも触
れて述べている。
メンターすべてがＢのように最初から自分自身の感情に意識的であり言語化
し他者に開いた態度を持つことを期待することは難しいかもしれないが、このよ
うな心の使い方をするメンターＢのようなケースは、「メンターはどのような特
性や能力を持った人が適しているのか？」というメンターを募集し、トレーニン
グをする際に大いに参考となると思われる。
メンターＢは２回目の報告書で、生徒がどのようにメンターからの声掛けに
反応するかについて「不安がある」と報告書の中で述べている。と同時に、数名
の生徒からメンターＢに声をかけてくれるようになり「嬉しく思った」と述ぺて
９
いる。メンターは、生徒が反応してもしなくても、ある意味一方通行に終わった
としても、メンターのほうから声をかけることに意味があるのだが、そこはやは
り一大学生で「自分は中学生に受け入れてもらえるのか？」という日本人が新し
い場面にはいっていくときに通常懸念されるようなことを述べている。一方でメ
ンターＢのように率直にそのことに触れて文章化できるということこそが重要
であると思われる。なぜならスーパーヴァイザーにとって、メンターＢに対し
てどのようにアドバイスをすれば、Ｂのメンターとしての活動がスムーズになる
かというヒントになるからである。またメンターＢは「Ａ教科が嫌いだからと
教科書を開かない」生徒に対して、最初から注意するのではなく少しその生徒と
会話をしてから教科書を開くように注意をし、その結果生徒は素直にメンターＢ
の指示に従っている。メンターＢはそのことについて「信頼関係を作ることが
重要だと感じたので信頼関係づくりに力を入れていきたい」と述べている。「信
頼関係」とＢが述べたものは、Ａ教科の嫌いな生徒にとって教科書を開かない
行為自体をとがめるのではなく、Ａ教科学習が苦手で困っている自分をそのま
ま受け止めてくれたということに大きな意味と喜びを感じたからではないかと思
われる。メンターＢは信頼関係作りに力を入れているためか、生徒のほうから話
しかけるようになったり、「家庭崩壊」などのようなかなり個人的な悩みを話す
ようになったり、「夢」について語る生徒も出てきた。またメンターＢはそのこ
とについて「信頼されているようで嬉しい」と自分の気持ちを素直に表現してい
る。
メンターＡはメンターＢのように率直に報告書に中学生に受け入れてもらえ
るかどうかについて「不安である」とは述べていない。しかし「休み時間や下校
の時間に話しかけてくる生徒が増えた。名前も覚えてもらい．（中略)..やっと、
メンターとして活動のスタートラインに立てた気がする」というように自分の気
持ちを表現している。つまりここでもメンターが自分自身が受け入れてもらえる
かという不安と、それが少しでも認められたと実感することで自信が身についた
り、これからもメンターとして努力していこうというモチベーションの向上につ
ながったことが示されている。
メンターＤは、授業中私語したり落ち着きのない生徒が多い授業に参加して
いる。メンターＤとの電話でのスーパーヴィジョンでは、自分の経験を言語化
し伝えるということがあまりみられなかったのであるが、報告書の中では、私語
を注意するとしばらくは指示にしたがってもすぐ話し始めてしまう生徒の行為に
とまどっているようである。ただし、メンターＤは「もう少し生徒が率直に聴
きやすい言葉、姿勢を作っていかなきゃいけない」と述べており、自分のかかわ
りかたを工夫しようという姿勢がみられた｡さらに教員に対して反抗的な生徒が、
メンターＤに対しては素直に聴きいれることについて触れて、そのような立場
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を生かして中学生にも理解され、受け入れやすいように熱意をもってぶつかると
述べている。どのような態度や言動が、中学生にとって理解され、受け入れられ
やすいのかについてのアイディアはまだ述べられていなかったが、経験を通して
試行錯誤の中でメンターＤ自身がみつけていくことなのであろうと思われる。
メンターＥは報告書について、「１年生は授業中静かであまり問題がみられな
いので、どのように書けばよいのかわからない」ということで未提出であった。
そこで、筆者はメンターＥと個人面談を行った。すると、メンターＥは「目立っ
たり、よけいなことをすると、それはメンターとして望ましくない行動なのでは
ないか」と考える傾向があるようである。筆者はスーパーヴァイザーとしてメン
ターＥに｢Ｅがその生徒にかかりきりで数学を教えていたとしても､そのメンター
の行為を他の生徒が模範としてみることができるならば、仮に目立った行動で
あったとしても、単なるえこひいきではなく、学級全体のためになる」ことを伝
えた。また１年生担当の教員から「男子トイレを見回って生徒たちの様子を観察
してほしい」という希望については「皆クラスで話しているのと同じようなたい
したことはトイレで話していないから」と、トイレの見回りは不必要であると感
じているようであった。そこでスーパーヴァイザーは「学校の中のトイレは密室
でいじめをはじめとする色々な行為が教員の目の届きにくいところで発生しやす
いので、気をつけて観察を続けるように」と伝えた。
このように、各メンターが試行錯誤しながら徐々に中学校に溶け込み、生徒の
様子を観察したり理解しようとする姿が見受けられる。メンターとしての初期の
活動として、各自精一杯努力して生徒と向き合っているといえる。メンターに求
められている資質（原田ら，2011）と照らしわせてみると、「子どもが好きだと
いう愛情」と「自主性、自発性」が最もどのメンターにもみられ、次いで「子ど
も自身が問題解決へ取り組む（やる気にさせる）ように働きかける技術」につい
ても十分に駆使して中学生とかかわっていたといえる。「子どもが何をしたいの
か観察し、ニーズを把握する能力」についてはメンターＡとメンターＢによくみ
られた。メンターＡとメンターＢはふたりとも報告書をもっとも量的にも内容
的にもよく書いていた。そのことから「自分の考えを他者に伝える能力」にも長
けているといえよう。一方どのメンターも「不登校や障害、非行などについての
知識」はまだ不十分であり、「教育にかかわる者としての使命感・責任感」につ
いても、時折個人的理由で休んでしまうところがあり、社会性が欠けるとまでは
いかないが、まだボランティアの域をでない行動であるといわざるおえない。今
後知識の習得もさることながら、毎週必ず決められた時間に居続けることの中学
生への心理的な意味などについて、研修を通じて教育していくことが求められて
いる。
1１
Ⅳ、総合的考察
ｌサクセスフルなメンターとメンテイの関係
サクセスフルなメンターとメンテイとの関係では、どのような要因が考えられ
るであろうか。Coller,ＲＪ.＆Kuo,Ａ・Ａ（2013）は、定期的な面会、信頼やフ
レンドシップの形成、子ども対象に働いた経験を持つメンターのリクルート、メ
ンターの活動のためのオリエンテーションと継続的なサポート、そしてメンター
自身が自分の仕事が効果的かどうか意識できるように促していくことを挙げてい
る。学校をベースとしたメンタリングは親からというより教員からリファーが多
くあることと、メンターは大学生のような若い青年が担い手になることが多いと
いうところが､コミュニティをベースとしたメンタリングと異なるところである。
さらに学校場面では、学業の補助というメンターとしての役割を担うことで、生
徒に対してアカデミックなロールモデルを示し、アカデミックなアイデンティ
ティを養い、学業達成に関連する認知的スキルを養うことができるとしている
(Rhode,s,2005)。
「定期的な面会」は、メンタリング実施校である校長から強く求められていた
メンターの能力であった。しかしメンターの中には体調を崩して休んだものが多
く、継続的に必ず指定された曜日の時間帯にいることで生徒たちから頼りにされ
ることの重要`性を、スーパーヴィジョンや研修で確認しておかなければならない
ことがわかった。「信頼やフレンドシップの形成」においては､特にどのメンター
も問題が見られなかったようである。メンターをリクルートする際、塾で子ども
を教えた経験のあるもの､スポーツなどの指導をした経験があるものを選んだが、
ボランティア開始前にオリエンテーションが約２時間実施されたものの、継続的
なサポートが月１回程度になってしまい、その間メンターは自分の仕事の意味や
効果があるかどうかなどについて随分不安も感じていたようである。このことに
ついては、今後十分なサポート体制で臨むことにより、メンターがメンタリング
についての効果について客観的に吟味できるようにしていくことが求められると
`思われる。
大学生がメンターを担うことについての意味は、教員と連携したり情報交換を
しやすいという利点である。男子トイレ巡阿の件でも、生徒のどのような行為に
ついてメンターにみておいてほしいのかなど、不明な点については確認しながら
進めることができる。つまりメンタリングを依頼する学校の意向に沿いながら、
生徒のためにも利益が還元できる活動をしやすいという点から、重要である。
また本研究におけるメンタリング実施校では、メンターの主な役割は授業につ
いていくことが困難な生徒への学習補助であるが、この点についても、授業が進
行している最中に個人的に指導することが可能であるという利点がある。さらに
学力面で不安が強い生徒は精神的にも誰かに悩みを打ち明けたり、あるいは単に
1２
誰かとつながっているという感覚を持つことが、‘情緒的に安定することに寄与す
ることが本研究のメンターからの報告書で明らかになっている。
これらのことから、学校をベースとした大学生メンターのメンタリングについ
ては、少なくとも教員からの評価としてはサクセスフルなメンターとメンテイの
関係が築かれていると考えられる。しかしメンターから学校教員に働きかけ自分
の活動について確認していくことがまだ不十分である。それについては今後研修
やスーパーヴィジョンで補っていく必要があるであろう。
２.メンタリングにおけるより良い人間関係形成を目指して
(1)徐々にステップアップする方法
Hamilton＆Hamilton（1992）は、メンターが目指したい目的とメンテイとの
人間関係につながりを持たせることが重要であるとしてモデル構築をし、以下の
４段階について提唱している。
レベル１として、メンターはメンテイとの人間関係を築くことに焦点を絞る。
レベル２としては、メンターとメンテイとがお互いのことを紹介しあい、知り合
うことができるようにする。レベル３では､生徒の特性を伸ばすようにしていく。
レベル４では、個々の生徒の能力を伸ばすようにしていくことである。レベル３
からレベル４において、メンターは単にメンテイと人間関係を構築することだけ
の段階からメンテイがそもそも持っている能力や長所を引き出すようにするので
ある。さらに最終段階のレベル４では、メンターはただ単にメンテイと楽しい活
動をするだけでなく、メンテイが新しいことにチャレンジしてくように仕向けて
いく。
本研究におけるメンタリングでは、すべてのメンターがレベル３からレベル４
におけるかかわりを実践しているといえる。よってHamiltonetal.，（1992）の理
論的枠組みから考えると、質の高いメンタリングが行われているといえよう。た
だし、レベル３から４におけるメンタリングが絶えずどの生徒に対しても保障さ
れていくことが必要で、これについても継続的なスーパーヴィジョンやサポート
が求められているということになるであろう。
(2)思春期の子どもの自己が確立される上でのメンターの役割
Rhodes,』.Ｅ､,Bogat,ＧＡ.,Roffman,』.,Edlman,Ｐ.＆Galasso,Ｌ（2002）は、
保護者でない大人がメンターの役割を担った時に、思春期の子どもの自己が確立
されていくプロセスの中で、次の３つのことに影響を受けるといわれている。－
つ目は、そのメンターの「大人としてのふるまい」である。メンターＡからＥ
まで５名とも、生徒を配慮し、優しく落ち着いて問題行動について指摘しており、
メンテイにとってはその行為自体が大人としての“authority，，（良い意味での権
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威）と配慮をまのあたりにみ、それらを享受する経験をしていることになる。二
つ目は、メンテイのキャリア形成にあたり、メンテイ自身が尊敬し信頼する大人
をまのあたりにみることは､｢大学生になって中学校でメンタリングのボランティ
アをしてみたい」という希望につながる場合もあると思われる。中学生のそのよ
うな明確な将来的展望は日々の学習意欲にもつながっていくであろう。三つ目は、
自分の得意な分野でもよいので、「特殊なスキルを伸ばしていくこと」である。
これについては本研究ではメンターが学習補助を中心に活動しているため、学業
能力向上も含まれるが、メンテイの一人がメンターＢに「夢」を語ったり、自
分の打ち込むスポーツについてメンターＥに話すなどのことを指していると思
われる。夢中になって打ち込める活動を誰かが（ここではメンターが）見守ると
いうことが、思春期の子どもの自己を確立していく上で重要になってくるのであ
ろうと思われる。
Rhodeetal．（2002）が示す中学生がメンターとの関係を通じて他者との「関
係性」を築き、将来のキャリアに向けて「能力」を形成し、得意な分野を伸ばし
ていく中で自己を確立していくプロセスは、Ｓａｍｍａｎ（2007）の示す心理的ウエ
ルビイーングが向上することにもつながると思われる。そこで次項で、これらの
大学生によるメンタリングがどのように中学生の心理的ウェルビイーングに寄与
するかについて述べることにする。
３.メンタリングが中学生の心理的ウェルビイーングに与える影響
本研究では、メンタリングにおいて特にメンターとメンテイとの人間関係の質
についてみてきた。そこでまず、Ｓａｍｍａｎ（2007）の心理的ウェルビイーングに
おける「関係性」の観点からメンタリングの効果を検証する。ある程度適切な距
離は保ちつつも、‘情緒的に親密なメンターとメンテイの関係性が「私語を注意さ
れてもメンターのいうことなら素直に一旦は聞く」というメンテイの行為に示さ
れているように、中学生において信頼する大人との関係性を育むことは心理的ウ
エルビーングに寄与すると思われる。特に女子生徒の場合はメンターとの共感、
純粋性、つながり、エンパワーメントなどによって形成される関係性が確立され
ることで､具体的かつ目標達成をベースとした活動が可能になってくる(LiangB.，
Taylor,ＣＡ.＆Williams,ＬＭ.,2002)。
Ｓａｍｍａｎ（2007）の示す心理的ウェルビイーングにおける「能力」においても、
Ａ教科が嫌いで教科書も開かない生徒に対してメンターが優しく指摘すること
で教科書を開くようになり、メンターがその生徒の学習意欲の低さの原因を直接
尋ねるわけでなくても色々と思いめぐらすことで間接的にその生徒への関心と配
慮が伝わるということが起きている。よってすぐには学習成果としてあらわれな
くても、その生徒が不登校にならずに嫌いな教科でも受け続けるという効果が示
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されているということになるであろう。メンターがよい人間関係を生徒と持つこ
とで、生徒が学校に対して所属感、受け入れられているという感情を経験するこ
とが、学業やクラスメートとの人間関係、自己効力感、学習意欲、目的達成感に
つながることが示されている（Anderman＆Anderman,1999)。さらに単なる
学習意欲のみならず、学校の出席率や学校の成績が向上するなど具体的な成果も
示されている（Rhodes,2000)。
最後に、Ｓａｍｍａｎ（2007）の心理的ウェルビイーング「自律」については、「自
分のやりたいことをやれるようになる」ためには、自分で考え選択し実行してい
くという能力が求められる。Ryan,ＲＭ.,Huta,Ｖ､＆Deci,Ｅ､Ｌ(2006）は「自律」
とは、自分自身で自分を統制するということを指し、それはその人の自由意思に
基づくはずであると述ぺている。さらに、なにかをすることに心から満足してい
るということは、通常その人の自由意思から行われるはずであると述べている。
この理論を日本人中学生に適用してみたとき、まったくの自由意思で活動を行う
ということは制約があるかもしれない｡特に中学生が不得手な科目を学習したり、
私語をやめるという自発的意思とはかけ離れた行動をとるときには、なぜ自分の
意思でコントロールする必要があるのかと思うこともあるであろう。しかしメン
ター５名が行ったように、中学生自身の気持ちをまずは受け止め尊重しつつ、中
学生自身の自発的な意思により行動がコントロールされたとき、それはその中学
生の「自律」が経験ざれ内在化されたと考えてよいであろう。例えばメンター
Ａは、授業に参加していない２名の生徒に対して「二人が話しているゲームの
内容と英語を繋げて話しをした後授業に参加するように促すと、中学生が参加し
ようとする姿勢がみえた」と報告している。このように中学生自身が選択肢を与
えられて自分で決断して行動するというようにメンターがサポートしてくれてい
ると感じる経験が重要であると、Pelletier,ＬＧ,Fortier,Ｍ・Ｓ.,Vallerand,ＲＪ
＆Briere,ＮＭ．（2002）は述べている。そして中学生がサポートしてくれるメン
ターには驚くほど素直に指示に従うとき、それが中学生の自律心を養っているこ
とにつながり、ひいては心理的ウェルビイーングを高めているということになる。
これらのことから、本研究におけるメンタリングでは、関係`性を重視した活動
が中心になるが、学習補助も併せて行うことで中学生の「能力」や「自律」も育
み、結果として心理的ウェルビイーングにポジティブに影響していると考えられ
る。
４.大学生メンターのメンタリング経験を通じての成長
メンターは生徒から尊敬されたり教員から感謝されることで（TerryJ999)、
メンター自身の自尊心や社会的洞察力、人間関係構築能力が高まる（Hall，
2003)。しかし、中学生が攻撃的であったり問題行動を示す時、大学生メンター
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にとってはそのような子どもたちとの人間関係を構築することが困難であるとも
言われている（Bauldry＆Hatmann,2004)。何故なら、そのような子どもたち
はメンターと人間関係を形成し相手を信頼するようになるまで時間がかかり、メ
ンテイ自身の生活環境が劣悪である場合も多く、仮にメンターとの人間関係が良
好であっても家族との関係の質があまりにも異なるとバランスが崩れるなどの多
様な原因が考えられるからである(Rogers＆Taylor,1997)。このようなメンター
にとってチャレンジングなことについては、スーパーヴァイザーによる支援や人
間理解の基本的知識として研修などを通じてよく知っておくことが重要であると
思われる。
V､おわりに
大学生メンター５名が学校現場で中学生と実際にかかわる活動として、授業中
の学習補助、授業中に私語を注意するなどの問題行動のコントロール、休み時間
に生徒の話しを聞く、生徒と雑談をするなどの４つがおもにあげられた。そのよ
うな活動を行うにあたり、大学生メンターが中学生との関係で重要視しているこ
とは、適切な心理的距離を保つ、生徒を批判しないでまずは話しをよく聴く、私
語などを注意する時でも優しく接する、などをあげることができる。大学生メン
ターは誰もが中学生に受け入れてもらえるかどうか？を懸念しているが、まず
は相手を自分が受け入れてみるということが重要であるとスーパーヴィジョンで
伝えた。また、大学生メンターは自分の行為が中学生に与えている影響について
推察するのがまだ困難であるようだが、スーパーヴィジョンを受けることで自分
の行為の意味や影響について吟味する必要`性があることがわかった。
今後大学生メンターがやってみる価値があると思われるものとして、第一に、
雑談しながら相手の性格特`性や人間関係についてみていく、適切な心理的距離を
保ちつつ観察しながら、同時につながっているだけでも意味があることを学ぶこ
とが挙げられる。第二に、中学生と昼休みや放課後にユーモアを交えた雑談だけ
ではなく、一緒に遊び、メンテイが楽しめる活動を一緒に行うことなどを挙げる
事ができる。今後、メンターに向けてのトレーニングを行うことで、よりバラエ
ティに富んだ楽しいメンタリングを考案していくことが可能になるであろう。
メンターによる個々人へのかかわりは、学業をサポートするなど学習意欲を高
めたり、学校生活が快適になるように援助するが、同時に健康的な人間関係を生
徒と持つことで生徒の心理的ウェルビイーングを高めることも期待され、ポジ
ティブな介入であることが示唆された。本研究は、メンター側の視点にたった中
学生への援助についてであったが、この援助が生徒に実際にどの程度効果が示さ
れているのかについては、生徒を対象としたアンケート調査などを行い量的にも
検証していくことが肝要である。今後の課題としたい。
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Appendixlメンターとの電話によるスーパーヴィジョンの要約
メンターＡ：授業中に私語があり、教員が止めようとしても生徒が聞き入れない
状態が２クラスある。おもにそこに張り付いて、私語をしている生徒たちに注意
をするのが仕事である。注意をするときは「おい、話しやめようぜ」と、優しく
かつ威厳をもって注意している。生徒が学習に集中するように促しているという
ことであった。また生徒と親しすぎないようにある程度心理的距離を保つように
気を付けていることなどが語られた。
メンターＢ：報告書を定期的に提出しているため、特に電話でスーパーヴィジョ
ンは行わなかった。
メンターＣ：生徒は学則が厳しすぎることについての不満や、教員に対する不満
についてメンターＣに話しをしてきて同意を求めているようであった。メンター
Ｃは生徒の気持ちに強く共感したようであったので、生徒達にルールを守らせる
必要や、メンターの教員の視点に立って考えてみることの大切さをスーパーヴァ
イザーとして話した。
メンターＤ：授業中私語をしている生徒や教員と言い合いをしている生徒がいて
驚いたが、自分に対して暴言を吐くような生徒は今のところおらず、まあまあう
まくやれているのではないかと思っていると話した。
メンターＥ：中学１年生が担当だが、特に授業中に私語をしたり、特別に問題行
動を起こす生徒もおらず、何も困っていない、むしろやることが見つからずにと
まどっていると話した。またそのために､報告書も何も書くことがないと話した。
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Appendix2メンターの活動報告書要約
メンターＡによる報告
<第１回目〉
Ａ教科の授業に参加した。前後の席で常にゲームの話をしている生徒がいた
ため、授業に参加するよう促した。
Ｂ教科の授業に参加した。壁に寄りかかり授業を受ける素振りの生徒が３名い
たため、参加するよう促したところ、１人は授業に参加するようになったが、残
りの２名は片方に話かけられると、また参加しなくなるという状態であった。
給食準備の時間に生徒がトイレで話をしていたため、少し話に参加し、話が完
結した所で教室に戻るよう促すと、教室に戻った。
Ｋ先生のクラスでは、Ａ教科の時間に話をしていた生徒（Ｔ君）が寝ており、
参加しないのかと聞くと教科書等を持ってきていないという返答だった。もう一
方のクラスは、クラス全体が騒がしく、先生と生徒が口論になる場面もあった。
騒がしい生徒には落ち着くよう少し会話し、授業内容（方程式）がわからないと
いう生徒には授業内容をさらに砕いて内容を伝え、問題の解き方を教えた。
<２回目〉
Ｂ教科の授業に参加した。落ち着きのない生徒が５～６名おり、それが全体に
広がり、クラス全体として騒がしくなっているようだった。そこで、中心となる
生徒に声をかけ授業に参加するよう促した。
Ｃ教科の授業に参加した。寝ていたり、話をしている生徒がいたため、各生徒
一人ひとりに授業に参加するよう促した。また、アイデアが浮かばないなどの相
談を受けた時には、おもしるおかしいアイデアを言うなどして、授業への興味を
引くようにし、授業に参加させた。
５校時目の予鈴時、Ｔ君が、「さみしいから一緒に戻ろう」と下の階のクラス
の友人と自分のクラス（２階）に戻ろうとしていたところ、下の階のクラスの友
人は「俺、下（の階）だから」と断っているところを見かけたため、メンターで
ある自分とクラスに戻るよう言うと、「いいよ」と承諾してくれた。また、クラ
スに戻るまでに次の授業（Ｄ教科のテスト）に向けて予習等はしないのかと尋ね
たところ、「わからないから、やらない」という返答だった。「いつでも、教えて
やるよ！」と言ったところ、「Ｄ教科の先生じゃないでしよ」という返答だった。
2１
<３回目〉
担当している２年生が職場体験のため、１年生の授業を担当した。
Ｂ教科の授業に参加した。寝ている生徒が数名いたため、起こし、授業に参加
するよう促した。
Ｅ教科に参加した。クラス全体が少し騒がしく、１人の生徒が先生に反抗した
ため、先生と相談室へ行った。先生が戻ってくるまでの間、静かにしていようか
と教室に残っている生徒たちに声をかけ、先生の戻りを待っていた。
<４回目〉
Ｅ教科の授業に参加した。ある生徒が授業にまったく参加していなかったため、
声をかけたところ、部活や塾が忙しく、夜家に帰るのが遅いため、やる気が出な
いと返答した。授業に参加するよう促し、一緒に作業をやるようにした。生徒は
恥ずかしがりながらであったが、作業を行い、授業を終えた。
Ｆ教科に授業参加した。ある生徒は落ち着きがなかったため、「少し落ち着い
て授業を受けようか」と声をかけたところ、恥ずかしいのか、あまり素直に聞い
てはくれなかった。しかし、授業の後半からは参加するようになった。
<５回目〉
Ａ教科の授業に参加した。Ｈ君とＴ君がゲームの話をし授業に参加していな
かった。知っているゲームの話だったため、ゲームの内容と英語を繋げて話をし
た後、授業に参加するよう促すと、参加しようとする姿勢がみえた。普通に授業
に参加するよう促すよりも効果的だったように思う。
Ｂ教科の授業に参加した。アニメのキャラクターの絵を描くことに没頭してい
る生徒がいたため、そのアニメについて生徒と少し会話した後、授業に参加する
よう促した。Ｎ君､Ｔ君､Ｉ君が壁によりかかり、授業に参加していなかったため、
参加するように促した。言えば聞く子、自分の趣味に意識がいってしまいやすい
生徒など、様々なタイプの生徒がおり、かつ、クラス内に少数のグループがいく
つかあるため、全体として授業に向かわせることが難しい。
Ａ教科の授業に参加した。先日、教科書等を持ってきていなかったＭ君は教
科書を持って授業に参加していた。Ｍ君は授業に参加するまでに時間がかかる
が、「教科書の何ページ目やってるよ」など声をかけることで、しっかり授業に
参加するようになった。
Ｂ教科の授業（少人数制）に参加した。Ｋ先生のクラスでは静かに授業を受け
ている生徒が大半であった。先週寝ていたＢ組のＴ君は今週はノートを持って
参加していたが、授業は聞かず寝ていた。そこで、声をかけ、問題を一緒に解き、
授業に参加させるようにした。
2２
休み時間や、下校の時間に話しかけてくる生徒が増えてきた。名前も覚えても
らい、趣味の話や、最近の学校での出来事などを生徒と話すようになってきた。
やっと、メンターとしての活動のスタートラインに立てた気がする。
<６回目〉
Ｇ教科の授業に参加した。課題には取り組むが、先生の説明などを聞かず、寝
ている生徒や話をしている生徒が目立った。寝ている生徒は起こし、話をしてい
る生徒に対しては、少し会話してから、落ち着いて授業を受けるよう促すなどし
た。
Ａ教科の授業に参加した。前の時間が体育の授業だったため、眠そうな生徒、
寝ている生徒が多かった。普段話をしている生徒も寝ており、５０分間、起こし、
課題に取り組ませる、の繰り返しだった。
Ｂ教科の授業に参加した。実験室での実験だった。
クラスを見回ったところ、生徒３名がクラスに残っていたため、一緒に実験室
まで行った。クラス全体的に落ち着きがなく、立ち歩く生徒や、他の班に交じっ
て実験を行う生徒がいた。生徒を自分の班に戻し、生徒の実験の手伝いが主な活
動となっていた。
く７回目〉
１校時目はＢ教科の授業に参加した。５０分間ほとんど、Ｍ君に付きっきりで
あった。Ｍ君は授業内容についてはある程度覚えており、答えを引出しながら
課題をやっていくというような感じだった。たまに雑談をはさむなどして、課題
のみでＭ君が飽きないように工夫した。Ｍ君はゲームが好きなようで、先日発
売されたゲームの話や､最近学校で流行っているゲームについて､とても詳しかっ
た。
休み時間に話しかけてくる生徒、あいさつしてくれる生徒が増えた。荒れてい
るグループの生徒が先週メンターが休んだことについて聞いてきたので、理由を
話すと、「気をつけるよ」と言われ、とても嬉しかった。
昼食時は先生が休みだったクラスで生徒と一緒に給食を食べた。普段話をして
こない生徒と話すことができ、とても貴重な時間を過ごすことができた。また、
授業時とは違う生徒の顔を見ることが出来た。
Ａ教科の授業に参加した。授業内でノートをとる時間があったのだが、１／３
くらいの生徒がノートをとっておらず、授業後見せてほしいなど他の生徒に頼ん
でいる生徒もいた。また、遠い席の子と話をしている生徒もおり、授業に参加す
るよう促すことも大変だった。クラス全体として、先生の説明を真剣に聞いてい
る生徒が少なく、説明が終わったあとでメンターである自分に説明を求めてくる
2３
生徒が多かった。
メンターＢによる報告
<第１回目〉
基本的に休み時間に廊下に立ち生徒と会話を行い授業が始まるときには教室へ
入るよう生徒へ声掛けをした。また中学校側で決められた授業に入り授業の補助
をした。具体的にノートを開かせたり、問題を教えてあげたりした。今日から始
まったからかもしれないが生徒に話を振っても反応が薄いと感じ今は私がこれか
らやっていけるのだろうかと不安を感じている。私の考えだがまだ生徒は自分の
事を警戒しているのではないかあるいは興味がわかないのではないかと思った。
しかし生徒の一部からは視線も感じている。クラスによってそれぞれ雰囲気が異
なっているため、気軽に話かけてこない生徒や話しかけてくる生徒がはっきりと
分かれていた。今日は一日中すれ違うたびに全員挨拶をしていたが、これは続け
た方が良いのかと疑問に思った。まずは自分から積極的にめげずに声をかけてい
こうと思う。ノートや教科書などを授業中に出さずに私語をしている人がいたた
め優しく出すように促したところ、教科書類を出し授業を受け始める生徒がいた
ためうれしく思った。授業に参加していて生徒だけでなく教師も授業を行うのに
苦労しているように見えたので、少しでも力になりたいと思う。とにかく今日一
日を通して非常に疲れたが、次第に慣れていくようにしたい。
く第２回目〉
今日も前回と同じように休み時間は廊下に立ち挨拶等をし、割り振られたそれ
ぞれの授業に参加し寝ている生徒を起こしたり勉強を教えてあげたりした。先週
は自分の都合で中学校に行けなく、期間が開いてしまい不安があった。しかし数
名の生徒たちは私の事を覚えていてくれていた。前回より生徒との壁はなくなっ
てきたようにも感じ、数人ではあるが初めて生徒の方から声をかけてくれて非常
にうれしく思った。また前回のように私からも積極的に声をかけていたが、反応
が薄い生徒の方が大半であった。しかしこれからも負けずに声をかけて行こうと
思う。生徒と話していたところ先生の愚痴を聞くようになった。私はその時否定
や肯定もせずにただ相槌をする程度で生徒や先生のどちらにも害がないように接
した。私は生徒との距離を縮めるためには放課後に接することが重要ではないか
と思った。しかし中学校でのボランティア活動が１４時までと制限があるので、
そこは頑張るしかない。またＡ教科の授業のときなかなか授業に集中しなかっ
た生徒がいたため声をかけたところがＡ教科嫌いだから何もしないという生徒
がいたため、その生徒と授業中ではあったが会話をしてから教科書を開くように
等の注意をしたところ、素直に従ってくれた。やはり信頼関係をつくることが重
2４
要だと感じたので信頼関係づくりに力を入れていきたい。
<第３回目〉
２週間ぶりに中学校に行って感じたのは、生徒の方から自分のところに寄って
きた。ようやくＡ中学校の一員になりつつあるのではないかと思った。ある生
徒からは次いつ来るのかと尋ねられたりして非常にうれしく思った。今日授業に
入っていて「家に帰っても誰もいない」という言葉が生徒同士の会話から聞こえ
てきた。その生徒は授業中に教科書やノートを開かずに寝てたり、友人と話して
いる生徒である。－度この生徒に話しかけたが反応が薄かった。しかし私はこれ
からもめげずに話かけて行こうと思う。と同時に本当にそれで良いのか疑問に
思っている。また先生への不満や愚痴を聞くようになった。これについて教師で
もなく生徒でもない中間の人間として、どう対応すればいいのか疑問に思った。
最初は生徒達とどう接して良いか非常に悩んでいたが、回数を重ねるごとに小さ
な悩みになってきたので良かった。これからもより多くの生徒に話をかけてみた
いと思った。
<第４回目〉
休み時間では男子だけでなく女子も話しかけにやってくる生徒がでてきてうれ
しかった。今日のボランティアの中で気になったのが、ある生徒が家庭崩壊して
いると話していた。廊下の隅に男子生徒２人立っていたので話しかけたところこ
のような会話をしていた。また私に「先生が嫌い」という話をする生徒もいた。
私はいつでも話は聞くという事を伝えて生徒を教室に入るように促した。また今
日は今まで話したことの無い生徒と話すことができたのが収穫点だ。授業中に寝
ている生徒に「夜何時に寝たか」尋ねたところ「12時過ぎ」など比較的遅く寝
ている人が多かった。この会話をすることで寝ている生徒はしっかり答え少し
笑ったりする生徒もいた。このような会話はこれからも続けていこうと思った。
メンターが始まりｌか月経ち最初は不安だらけであったがその不安も今では減り
過ごしやすくなった。しかしまだ始まったばかりなので気合を入れていきたい。
く第５回目〉
今日も主に授業に入り質問されたところを教えたりした。休み時間は生徒の方
から話しかけてくることが多くなったと実感した－日だった。その中で毎回話を
している元陸上部の男子生徒が夢を語ってくれた。これによりその生徒との信頼
関係が生まれた気がした。給食の前の時間も生徒が話しかけてきてくれて、生徒
を教室に入れなければならないのだが中々入ってくれなかった。嬉しいことでは
あるが今度から生徒を教室にできるだけ早く入れるように頑張りたい。午後から
2５
'よ文化祭の準備のため授業はなくそれぞれの役割に分かれて準備をしていた。私
は衣装や小道具を作っている生徒に声をかけたり手伝ったりした。私がみた役割
のところは皆が真面目に取り組んでいて感心した。
メンターＣによる報告
<第１回目〉
廊下での生徒達の様子見では、子ども達に声をかけたり教室に入る事を促した
りした。３年生を担当していたが、あまり廊下に残る子どもは居なかったため、
スムーズに進める事ができた。
授業及び勉強での補助では、苦手科目で寝ている子どもや、最初から興味がな
い、理由から放棄している子どもが多く、そういった子どもたちに声をかけたり、
勉強のやりかたを教えたりした｡寝ている子には必ず声をかけることを徹底した。
クラスによって声をかけた時の子ども達の反応の違いが様々であり、接しやす
いクラスもあれば、全く反応の返ってこないクラスなど多種多様であり、声のか
け方など、コミュニケーションの取り方を工夫するべきか悩んだ。
<第２回目〉
以前と変わらない内容の仕事をしていたが、明らかに数人の生徒が好意もしく
は反応をしめしてくれるようになった事を感じた。しかし、まだ全員の顔と名前
が一致していない事もある。勉強に関しては一つ一つ丁寧に教えることを徹底し
た。初日に比べると生徒達と接しやすくなったと感じた。また、教科ごとあるい
はクラスごとの雰囲気の違いなども若干つかめる事ができた。
<第３回目〉
いつもとは異なる学年を担当した。授業中も先生の話をしっかりと聞いており
ほぼ全員が授業を聞いているため、特にやることがなかった。
く第４回目〉
今日は女子が廊下に出ていることが多く、男子は教室の中に居ることが多かっ
たが、チャイムの音で教室に入ることができていた。授業中に喋っている子ども
が今回は非常に多く、１人が喋るだけで多くの子ども達が喋るようになり、授業
中に落ち着きのない子どもが多かった。勉強では中学一年からの遅れをもつ子ど
もが多く、問題の解き方を丁寧に教えた。時間割の都合などもあるため、仕方の
ないことだが、授業に多く入れるクラスとそうでないクラスに差があるため、子
どもから「今日は来ないの？残念」などの声を聞くことがあり驚いた。また、若
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千ではあるものの自分に寄って来る子どもの傾向もある程度わかる事ができた。
次はあまり寄ってこない子どもたちにも、多めに声をかけようと考えている。
メンターＤによる報告
<第１回目〉
メンターとして始業式の後初めての出勤。
この日は生徒とあまり関わることが出来なかった。朝挨拶をし、授業でおしゃ
べりをしていた生徒を注意した。
<第２回目〉
久しぶりの登校で顔を忘れている生徒も多かったため、積極的に話しかけ男子
生徒とよく話した。生徒は緊張している面持ちであったが生徒が大好きなゲーム
の話をすると笑顔で話してくれた。
<第３回目〉
体調を崩してしまったため連絡をした後、休んだ。
<第４回目〉
朝から挨拶をしていると生徒の方から挨拶をしてくれるようになり気持ちよ
かった。生徒から「○○先生だつけ？」とぎこちないけれど友達に確認するよう
に話しているのが聞こえたので、話したことがない生徒からも名前を覚えてもら
えてきていると少し感じることができ嬉しかった。落ち着きのない子が多いクラ
スでは授業中に「静かにしようね_」と指導しても最初は聞き入れてくれるが、
集中力が持たないのですぐ後ろをむいたり、授業と関係ない話をしてしまいなか
なか全員に指導を行き渡らすことができていなかった。そこで、もう少し生徒が
素直に聴きやすい言葉、姿勢を作っていかなきゃいけないなと感じた。
言葉づかいがあまりよくない生徒はクラスに二人くらいはいるが、ボランティ
ア大学生である自分には侮辱やヒドイ言葉をかけられはしないが、もしそういう
ことになったらメンターとしてしっかり忠告をしていこうと思う。先生よりも近
い人として現場に入り感じることは、指導などで特に先生に言われると反抗する
生徒が多いが、メンターとして言うと「は－い」などと素直に聞いてくれること
が多かった。その立場を活かし中学生を叱るのではなく、中学生にとって受け入
れやすいように工夫し熱意を持ってぶつかろうと思う。
2７
<第５回目〉
Ａ先生から指導の際の注意点をいくつかされた。
生徒を注意する際に上から言うのではなく、しゃがみ生徒の目線に近いところ
で注意をするようにすると生徒も聞き入れやすいと指摘をいただいた。次回から
このことに注意して指導していきたい。
Ｄ教科の授業に入った際に後ろにいる６人グループが授業には参加するものの
必要以上に話し授業の妨害になっていたので間に入り、授業に関係のない話は昼
休みにさせるように指導した。だが時間が経つとまたその同じグループの生徒達
が話を始めてしまうので、何回か同じことになってしまったが注意を続けた。
メンターＥとの個人面談記録
受け入れ校の教員からはよくやっていると感謝され、暖かく受け入れてもらっ
ている｡授業中は私語がなく特にやることが見当たらず手をこまねく状態だった。
－人だけ学習能力が低く授業についていくことが困難な生徒に対して数学を教え
ている。しかし少しヒントを与えただけでは理解できないし、どこがどのように
わからないかがわかっていないようである。学習障害かなと思う。その生徒とは
休み時間に部活の話しをしたりしている。学校に遅刻してくるなど問題行動もみ
られる。トイレを見回ってくれと頓まれ見回ってみたたが、皆教室で話している
ようなたわいのない話しをしていて特に問題があるとは思えないので、どうすれ
ばよいかとまどっている。
2８
